
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
前期のまとめ         　　  　　　製作演習　10進デコーダ・・・(3)                 

前期試験２（筆記試験） 　　　　10進数に変換し7セグLEDに表示する

第 15 週
ディジタル回路の基礎・・・(14)、  製作演習 10進デコーダ・・・(1)

ディジタルIC JK-FF、　　　　　　　10進数に変換し7セグLEDに表示する

第 16 週
ディジタル回路の基礎・・・(15)、  製作演習　10進デコーダ・・・(2)

非同期式カウンタの仕組み、 　　　10進数に変換し7セグLEDに表示する

第 13 週
ディジタル回路の基礎・・・(12)、 　ブレッドボード演習・・・(8)

ディジタルIC D,Tフリップフロップ、　D,Tフリップフロップ の作動確認

第 14 週
ディジタル回路の基礎・・・(13)、　 ブレッドボード演習・・・(9)

ディジタルIC JKフリップフロップ 、  JKフリップフロップ の作動確認

第 11 週
ディジタル回路の基礎・・・(10)、製作演習　論理式と論理回路・・・(4)

エンコーダとデコーダの仕組み、 　デジタルICでのLEDの点滅

第 12 週
ディジタル回路の基礎・・・(11)、   ブレッドボード演習・・・(7)

ディジタルIC  RSフリップフロップ 、RSフリップフロップ の作動確認

第 9 週
ディジタル回路の基礎・・・(9)、 製作演習　論理式と論理回路・・・(2)

真理値表から論理式、       　　 デジタルICでのLEDの点滅

第 10 週
前期前半のまとめ　　　　　　　　製作演習　論理式と論理回路・・・(3)

前期試験１（筆記試験）　　     　デジタルICでのLEDの点滅

第 7 週
ディジタル回路の基礎・・・(7)、  ブレッドボード演習・・・(6)

ドモルガンの定理、         　　　3入力論理回路 ドモルガンの定理

第 8 週
ディジタル回路の基礎・・・(8)、 製作演習　論理式と論理回路・・・(1)

MIL記法・回路設計法、          　デジタルICでのLEDの点滅

第 5 週
ディジタル回路の基礎・・・(5)、　ブレッドボード演習・・・(4)

ブール代数と論理式、　　　　　　 3入力論理回路 分配法則

第 6 週
ディジタル回路の基礎・・・(6)、　ブレッドボード演習・・・(5)

カルノー図と簡単化、　　　　　　 3入力論理回路 結合法則

論理ゲートと真理値表、  　　　　スイッチ・LEDによるAND,ORの実現

第 3 週
ディジタル回路の基礎・・・(3)、 ブレッドボード演習・・・(2)

論理ゲートNOTと正/負論理、 　　 スイッチ・LEDを使ってNOTの実現

第 4 週
ディジタル回路の基礎・・・(4)、　ブレッドボード演習・・・(3)

論理ゲート NOT, NAND , NOR　　　 2入力論理回路

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点
放課後は自由に質問を受け付けますので、疑問点を残さず学習を進めてください。

また練習問題の作成、製作課題の製作も出来るので提出期限を守るようにしてください。

授業計画

第 1 週
ガイダンス 授業概要と導入、　　ディジタル回路の基礎・・・(1)

数の取り扱い n進数の計算など、 ブレッドボード演習のやり方の説明

第 2 週
ディジタル回路の基礎・・・(2)、 ブレッドボード演習・・・(1)

100%

練習問題ではチェックをして完成を確認後、提出することで完了とする。製作課題については、動作チェックをして完成を
確認することで、その課題単体の評価を行う。

授業外における学修
事前学習として、次週の授業内容について教科書やクラスルームに掲示している資料を予習して授業に臨み、授業後は
練習問題の完成、課題作成に取り組んでください。

教科書・教材 「図解よくわかるディジタルIC回路の基礎 ディジタルとアナログから演算回路まで」技術評論社：ISBN978-4774108049

0% 課題評価 60% 平常評価 0% 合計

授業方法
講義により基礎事項を習得した後、演習形式で練習問題を実行し、完了後、提出する。また、課題回路の製作を行い、正
常に作動することを確認後、レポートを提出する。

実務家教員による
実践的教育の内容

成績評価方法

筆記試験
定期試験 40%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
ディジタル信号を入出力とする論理素子を用いた論理回路の設計と製作をする。TTL-ICやマイコンを用いた回路設計と
インターフェイス設計を通して、ディジタル信号処理技術の基礎から応用までを修得する。

到達目標
前期では、論理素子、論理回路の基礎知識を学習し、基本的なディジタル回路の設計/製作が出来るようになる。後期で
は、フリップフロップについて学習し、カウンタ等のより実践的なディジタル回路の設計/製作が出来るようになる。

教員の実務経験 無 実務経験職種

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 肥田　一雄

2025

科目名 ディジタル設計 科目コード 0260

授業時間/週 前期4,後期4 時間/週 年次 1年 学期



第 34 週
まとめ

後期試験２（筆記試験）

第 32 週
進級製作・・・(3)

回路設計・製作・発表用資料作成

第 33 週
進級製作・・・(4)

回路設計・製作・発表用資料作成

第 30 週
進級製作・・・(1)

回路設計・製作

第 31 週
進級製作・・・(2)

回路設計・製作

第 28 週
回路製作演習　3x3 LEDデコーダ・・・(3)

2個のスイッチの入力状態を3x3のLEDで表示する回路の設計・製作

第 29 週
回路製作演習　3x3 LEDデコーダ・・・(4)

2個のスイッチの入力状態を3x3のLEDで表示する回路の設計・製作

第 26 週
回路製作演習　3x3 LEDデコーダ・・・(1)

2個のスイッチの入力状態を3x3のLEDで表示する回路の設計・製作

第 27 週
回路製作演習　3x3 LEDデコーダ・・・(2)

2個のスイッチの入力状態を3x3のLEDで表示する回路の設計・製作

第 24 週
回路製作演習　同期式10進カウンタ・・・(3)

JK-FFで10進カウンタ回路の設計・製作

第 25 週
後期前半のまとめ　　         製作演習　同期式10進カウンタ・・・(4)

後期試験１（筆記試験）       JK-FFを使った10進カウンタの設計・製作

第 22 週
回路製作演習　同期式10進カウンタ・・・(1)

JK-FFで10進カウンタ回路の設計・製作

第 23 週
回路製作演習　同期式10進カウンタ・・・(2)

JK-FFで10進カウンタ回路の設計・製作

第 20 週
ディジタル回路の基礎・・・(18)、 製作演習　サーボモータ制御・・・(3)

同期式カウンタの仕組みとIC、     角度を制御する回路の設計・製作

第 21 週
ディジタル回路の基礎・・・(19)、 製作演習　サーボモータ制御・・・(4)

同期式カウンタの仕組みとIC、     角度を制御する回路の設計・製作

授業計画

第 18 週
ディジタル回路の基礎・・・(16)、 製作演習　サーボモータ制御・・・(1)

非同期式カウンタの仕組みとIC、   角度を制御する回路の設計・製作

第 19 週
ディジタル回路の基礎・・・(17) 、製作演習　サーボモータ制御・・・(2)　

同期式カウンタの仕組みとIC、  　 角度を制御する回路の設計・製作


